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部数帖合・番線

部数帖合・番線 法政大学出版局　2018年6月12日配本　定価6156円（本体5700円＋税） A5判上製・400頁
高賢来 著 

冷戦と開発 自立経済建設をめぐる1950年代米韓関係  ISBN978-4-588-64545‒7 C3031

第二次大戦終結後から今日にいたる韓国経済の基本的構造は、1950年代の米国・アイゼンハワー政権および李
承晩政権下の政策協議に由来する。60年代以降の国家資本主義的な開発国家化のなかで本格化した、重化学
工業建設を重視する輸出指向の経済がいかに実現したのか、当時の米韓の政治外交文書や回顧録、各種刊行物
をはじめとする膨大な資料を精査して跡づける労作。 【韓国政治・経済】

☆関連書：チョ・スン（趙淳）『韓国経済発展のダイナミズム』、イ・ホンチャン（李憲昶）『韓国経済通史』（小局刊）。

法政大学出版局　2018年6月25日配本　定価3996円（本体3700円＋税） A5判上製・316頁
真屋 和子 著 

プルーストの美 ISBN978-4-588-49513-7 C0098

★ 絵画、音楽、建築……『失われた時を求めて』では、実在・架空を問わず、数多の芸術作品が交響し、壮麗な物語
を奏で上げる。一度は小説を放棄した作家が苦闘の末に見出した「文体（スタイル）」こそ、芸術を自在に織りなし
つつ物語を紡ぎ出すことを可能にした。挫折から「文体」の発見に至るまでの軌跡、そしてその道程に潜む本質を
深く、あざやかに描く。定評ある著者の集大成となるプルースト芸術論の決定版！ 【文学・哲学】

☆関連書：真屋和子『プルースト的絵画空間』（水声社）。

法政大学出版局　2018年6月8日配本　定価3780円（本体3500円＋税） 四六判上製・352頁
ギャリー・ジェノスコ 著／杉村 昌昭、松田 正貴 訳 《叢書・ウニベルシタス1080》

フェリックス・ガタリ 危機の世紀を予見した思想家 ISBN978-4-588-01080-4 C1310

★★ ドゥルーズとの共同執筆で知られる哲学者ガタリの生涯とその思想の射程を論じる批評的入門書。ガタリのつくり
あげた独創的な諸概念についての形而上学的議論にとどまることなく、彼の精神科医としての臨床経験、活動家と
しての社会的実践をたどり、その理論の今日的意義を明らかにする。資本主義批判、グローバリゼーション批判の
文脈においてもいまこそ読まれるべきガタリのすべて。 【哲学・思想】

☆関連書：ガタリ『分子革命』『機械状無意識』『精神分析と横断性』『精神と記号』（小局刊）他。
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法政大学出版局　2018年6月22日配本　定価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・308頁
冨山 一郎 著 《サピエンティア53》

始まりの知 ファノンの臨床 ISBN978-4-588-60353-2 C0336

★★ 暴力が日常を支配し、なにを言っても無駄という圧倒的な受動性のなかで、言葉はどんな可能性を持つのだろうか。
「話すとは、断固として他人に対して存在すること」というファノンの主張を手がかりに、死者も含めて私たちという
集合性を言葉を通じて獲得することを考える。他者と出会い、知るという行為を経て言葉は再び語りだし、そこから
未来は始まるのだ。 【社会思想・沖縄】

☆関連書：『あま世へ』（小局刊）、『流着の思想』（インパクト出版会）など。


